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服飾デザインに見る呪的な問題について
一一東欧のエプロンの図像性一一
今木加代子
はじめに
東欧の Hungaryでは、もっこりと盛母上がる繍の施された前掛が、学士の註の靖の衣装の
前にf吏われている〈図目。先号(紀要36号〉に引続き、衣の前面に使われる Apronも、一
種の FrontPanel前面に施される意匠として、又常識的には況とんど識龍本位と考えていた
Apronに、必要以上に華麗に豪華に施される意匠の意醤を、東欧で得た実物資料を基に究号与
しようとする。
Apronの語意について
辞書によると、英語 Apronとは前掻け、仏語では Tablierエプロン;前掻けの地に、議
床;癌のシャッタ一等の意もあるつ又独語では Schurzeエプロン;前卦けの飽に襲巻;さる
また;の意も持っている。語源はラテン語のマツパ Mappa(ナプキン)から仏古語のナプキ
ンNapkin(布)となり、吉代英語でナプロン、そしてエプロンとなった1)。とあるが、
写真 1 今呂ほとんど常識的には、 Napkinから発展したであろう邑い布で、前掛けとして汚
れ止めに、又写真の如く Pocketも兼ねた物いれに、とにかく機能本位;こ使うのが当たり前位
で、靖れ着用の Apron等考えてもいないのが日本人ではなかろうかo Napron的な routeに
ついては後述の期を得たいものとも考えているが、しかし西洋の民族衣装辻普段着、晴着を関
わずApronが必要となっている。
写真2 先号でも述べているが、今一つの目的は Skirtの明きを穏すことで、地中海のクレタ
島出土の女神後くヘピを持つ女〉に見られる小さな丸い Panelがその一例ともなる。
図1 今一つは Onepease状の ShirtをWeistで関める機能も兼ねつつ、 Napron的なもの
とは全く異質のGorgeousな素材、丹念な意置の Apron或いは前掛け、或いは腰巻、韓国で
は前裳とも、日本では相撲の化粧まわし、特に東洋に多く何われる装飾過多の前掛けの所以を
究明しようとする。
??
東欧の位置と文化
欧羅己Europaとはイギ1)スから見て欧州、これを東西南北に分け、Duitsch.Poland. Czecho 
(slovakia). Hungary. Rumania. Yugoslavia. Bulgaria. Albania. これら八ヵ国をさして東
歌と呼ぶ2)。詳しくはその道の御専門に依存するとし、荷よりもその東側は中央 Asiaの大草
原、馬を移動の足とし、乗馬にたけた騎馬遊牧の民 Hun族に欝接している。
民族の大移動による Hun族の酉進は華々しく、 HungaryもHun挟がその基署を築くもの
とあり、確かにその痕跡の註を Budapest民俗博物館陳列の一隅の、一本のくあぶみ〉に確
認した思いでいる G
勿論多くの建造物に、畏族衣装に中央Asiaの遊牧文fヒを観ているが、何よりもここ Hungary
で、背が高く乗りにくい裸馬;こ是を酉定し、しっかりと踏ん張って乗れ、安定して疾走出来る
くあぶみ〉の考案は、これ迄遊牧民特有の特技的な乗馬が、万人に可能性をもたらす事であ
り、遠距離の移動も、物資の運搬も、又欝馬による戦いもいよいよ確実に有利に導く事であ
り、当時では自動車にも匹敵する程の、革新的な自動的生活の足の確立とも言えよう c
最初の皇帝とも言われる、ハプスブルグ家の女者自ら乗馬を奨励、ここ Hungaryから、或
いは大仰な言い方でも、このくあぶみ〉のついた乗馬から、中世の城、馬の歩きやすさが最{憂
先の石畳の道、絢舗な騎士、御者の文化が発展、展開していると言っても遇言ではないように
思われる。
しかし一方 Rumania.Bulgaria. Yugoslavia等、南の Persia文化を持つ Turco.地中海文
明の Greciaとも隣接し、複雑に多民族の交流する、民族のるつぼとも言われる栓置でもあ
る。そのくあぶみ〉にも見る如く、具現化された生活文化を生み始める東欧、その地に見るあ
い異なる数枚の Apronの、意匠の技の中に多くの文化の伝請を読もうとしている。
東歌の Apronについて
図 1 Hungar・yのBur'sche.若者;大学生;Boy等の、学を最経迄納め博士の学f立を得た式
典持の装束である。
その衣装の特徴は、幅広い華やかな袖口を持つ Onepease状の白い Shirtも、写真3のよ
うに袖口辻絞る事も出来、普段と同じ形式となっている。しかし前の Apronだけは、黒鍛子
の地に色とりどりの Satijnstitchの丹念な輔があり、裾には立派な Fringeのある、実に{可
の機龍性も信えぬ、豪華な標章性豊かなものである。つい喜洋の民族衣装に慣れない我々に
は、男性の、又正装にも Apronをと、珍重視するのが第一印象ではなかろうか。
当Apronは HungaryMatyo地方のものとあるが、 Matyoの語源は敬慶なKatholiek信
者の名であったようで3)、英語の辞書には、熟した、円熟した、完成したなどの意を Mature
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国1 諮atureの民族衣装 (Budapest民俗博物館畏示)
? ?
写真 1 吉い Apron(絵画ミ 写真2 丸い FrontPanel (ヘ 写真3Czeckoの Shirt(著者所蔵)
レーの晩鐘) ラクワオン博物館所蔵)
写真4 Czeckoの靖れ着の 写真 5 Czeckoの花嫁 写真6 CzeckoのVest(著者所蔵)
Apron (著者所議) 装束 (CES豆E
所載)5)
写真7 CzeckoのApron(著者所蔵) 写莫8 写真 7の刺輔の 写真9 Kalocsa地方の
拡大写真 Apron (著者所議)
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写真 10 AustriaのApron(著
者所蔵)
写真 11 メソポタミアのグ
デアのf象{ルーブ
ル美術錯所蔵)6)
写真 12 Palestinianの民族衣装
(Palestinian Costume所
載)7) 
とあり、当菌はマチョ一斑ature熟練者の靖の装いでもある。又良い御者の事を Matureと
も呼ぶ。
写真4 チェコ Czechoの女性の靖れ着用で、紺の麻地に綿の刺繍糸で、 Sat話nstitchで冨を
埋め、 Outline stitchとChainstitchで
にLacingの技法でで、左右の二枚が継がれている O 裾には Race編みの縁飾りがつけられ、設は
既製の国い織与紐がついている。
写真5 Czecheの花嫁衣装でこのように 5.6枚の PanierとUnderskirtで膨らませた Skirt
の上に Apronが鋳られている。写真6併せてこの小さな Vestは、 Mongol椙撲での勝者が
鷹の姿て舞う折に装う Vestと、非常に似た様式が向われる。
写真 7.8 今一枚同種の Apronながらも生地が黒の上賞の Satijn織で、太い絹の刺繍糸で刺
された Satijnstitchの花模様は重車感があり、 Napkin的な機詑性は全く偶えない装飾性豊
かなものである。又写真 8拡大写真に見る如く、ほとんど Satijnstitchのみで刺される中
国、韓昌等東洋的な技法の刺しであ乃ながら、その縁には西洋の漁師の、魚を取る網に端を発
すると言われる Laceが必ずついている。
写真 9 Hungalyの Kalocsa地方の Aplonでこれ迄とはかなり技法が異なり、先ず Apron
の語源 Napkin白い綿布が使われている。花模様はこれ迄と同様の Satijnstitchながらも、
自のArrasLace (FranceのArras産、RearLaceと同じ)の中に酉まれている。そしてこ
れも西洋的な Satijn地のおもbonが Laceの関を通っている。
即ちこれ迄の物にょとして、ず、っと多くの茜洋的な技法の集合の Apionであるが、しかし高更
なRearLace. Ribbonと西洋の高貴な技法で埋め尽くされた装錆性豊かなもので、決してNap-
kin的な機能性は偲えない標章性豊かなものである。
写真 10 Austriaの現代の既製の民族衣装についている Apronで、白の綿地で形も大きく、
これ迄の物に比してずっと機龍的な要素に富むものながら、ほとんど無地は無く繕模様、それ
も縦縞が様式化されている。
まとめ
写真口 先号にも記すメソポタミア.ウル出土のくグデアの{象〉で、この Skirtに辻縦縞模
様状に模形文字が刻まれており、これちは新シユメール時代のメソポタミアのグデア王として
の偉業が、崩を一思しながら記されている銘文である久写真 12はPalestinianの花嫁衣装
の裾にべったりと施される繍の模様である。
誠に独断的な私仮説ながらも、銘文にある模形文字こそが、晴れ着の衣の裾にべったちと高
震な技で施される繍の模様の原形、 Modelと解釈し、 Europaでは、春を待ち焦がれて咲く花
に替りながちも、これら FrontPanelに撞される意匠の意図は、グデア王の如くに偉業の
証、長い業を為しえた熟練者の、誇りの象徴となっている。
写真4の国案の構図辻、写真 12と類似の様式が伺われ、何時しか無意識のままの伝播と見
え、写真 10 様式化された縦縞の所以も、銘文の縦書きの意の Design化、或いは Pleatsの
裳出の図案化と解釈出来るのではなかろうか。
そして又装錆過多の Apronは、西洋で発展展開する白の OnePease状の Shertを絞め
る、 FrontPanel ;前裳;Apron 状を Canvasとして、東の Satijnstiach、酉の Laceと、東
西それぞれに持つ最高の技を施し、偉業の註の象設として伝播していると言えるのではなかろ
うか。
写真9のKalocsa地方の Apronは非常に新しく、 LaceとSatijnstiachの現在が当地の複雑
な東西融合文化の一端を、顕著に象殻しているように思われる。
今後尚、東巨大を境に西と東の Apronを、呪的な問題の主題を外し、列挙の必要性を考えつ
つ。
註
1 )石山彰編頭飾辞典 日英仏独対照ダヴイッド社
2 )アン 1).ポグダン、高井道夫訳東欧の歴史中央公論社
3 )タマシ・ホファ、市1久美子監穆 ハンガーの花刺しゅう ブダベスト民族学博物館
4 )飯島紀著 シュメール人の言語・文化・生活泰流社
5) Jirina Langhammerova CESKE LIDOVE問 OJE所載 VYDAVATELSTVI A NAKLADATELSTVI 
PRACE. s. R. 0 
6 )ルーブル美術詰所蔵 大系世界の美荊2 吉代西アジア美術所載 学研
7) Shelagh Weir Palestinian Costume British Museum Press 
122 -
